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異なる季節の八重桜の枝葉を使った草木染 : 色の
三属性による染め色の分析










































× yedoensis, ʻSomei-yoshinoʼ）の “葉” を使った草木染
の教材化を目指した研究例がすでにいくつか報告さ





lannesiana Wils. cv. Sekiyama）の “枝葉” を染色材料
とすることにした。また、学習プログラムの普遍的
な実用性を考慮して、異なる季節の枝葉を使うこと、
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Wils. cv. Sekiyama）の枝葉を 2012 年と 2013 年の 6 月
から 12 月までひと月ごとに採取した。ただし、諸事
情により、2012 年は 6 月の枝葉と 7 月の枝、2013 年
は 9 月の枝については採集できなかった。両年とも
11 月以降の葉については、地面に落ちている葉を採
取した。枝は直径 0.2 ～ 0.5 cm 程度の太さのものを選




さ 1 cm にカットした。抽出に用いた枝葉は 10000％
o.w.f.（染めるものの重さに対して使用する染料の量）
となるように生重量で 60 g としたが、落葉は乾燥し
ているので 30 g とした。
　秤量した枝葉を鍋に入れ、1.25 L の水を加えたのち、













　抽出した染液 500 mL を鍋に入れ、その中に試料糸
2本を入れて液に馴染ませた。染色ムラにならないよ
うに割り箸でかき混ぜながら 80 ～ 90 ℃で 15 分間染
色した。染色糸を取り出して軽く流水で洗った。
　次に２つの鍋を用意し、それぞれに 700 mL の染液
を入れた。染色した試料糸をそれぞれの鍋に 1 本ず
つ入れたのち、媒染剤を加えた。用いた媒染剤は酢
酸鉄と硫酸銅である。それぞれの媒染剤を 1 mL ずつ
ピペットで取り、それぞれの鍋に滴下した。その後、



































葉はそれよりも明るい明度 4 ～ 6 であった。鉄媒染
の場合は、枝葉の違いは見られず、2013 年 12 月を除
けば少し暗めの明度 5～ 6を示した。
　彩度は 1 ～ 6 までの変化が見られた。マンセル表
色系では、彩度の値が大きい方が鮮やかな色を表す
2012年の染色結果 2013年の染色結果 
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表 1　JPMAStandardPaintColors（2011 年 F版）で判定された試料糸の色相，明度，彩度（上段の記号：色票番号，
下段の記号：マンセル表色系の数値）
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が、その最大値は 16 である。したがって、今回の染
色はくすんだ色で多かったことが分かる。また、彩
度の変化幅は明瞭な季節性があったことを示すもの
ではなかったが、12 月に採集された枝葉を染料とし
て銅媒染した場合は他の季節よりも若干鮮やかな色
を得ることができた。彩度に変化をもたらした主た
る原因は染色材料と媒染剤の違いであった。彩度が
大きい値、すなわちより鮮やかな色を呈するのは枝
よりも葉を使った場合であり、鉄よりも銅で媒染し
た場合であった。
　以上の結果をまとめると、八重桜の枝葉から抽出
した染料に銅と鉄の媒染剤を加えてウールを染めた
場合に得られる色調は、黄色の色相か黄色と赤色が
混じった色相、暗めの明度、くすんだ色であること
が明らかとなった。また、色調パターンに顕著な季
節性は見られなかったが、山口・清水（2012）はソ
メイヨシノの黄葉と紅葉を使って染色すると黄色と
赤色が強く表れるとしており、その点では分類学的
にはソメイヨシノと近縁の八重桜は同じ色相をもつ
と言える。暗くてくすんだ色が発色したことと媒染
剤との関係は不明であるが、一般的に鮮やかな色が
発色するミョウバンを使ったアルミ媒染を行えば明
るくて鮮やかな色合いを得ることが可能かもしれな
い。しかし、主要な色素であるポリフェノール類と
の親和力はアルミと銅にあまり差異はないとされて
いるので、必ずしも期待されるような結果にはなら
ない可能性もある。
　本研究の結果から、八重桜の枝葉を使った草木染
は環境学習教材として有用な面とそうでない面があ
ると考えられた。季節を問わず同じような染色成果
を得ることができる点は授業を提供する側としては
ありがたいが、学ぶ側としては四季折々の色合いが
得られないので面白みに欠けるかもしれない。この
ように、身近な植物から季節変化のある染料を得る
ためには、幅広い研究の必要性のあることが分かる。
加えて、染色材料だけでなく、染色布や媒染剤を変
えて幅広い染色を行い、草木染に関する多様な情報
を提供していかなければならない。
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